
　

合
掌　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

新
緑
が
輝
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
宝
蔵
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。宇
治
短
期
練
成
会
や「
一
日
講

話
」
に
毎
月
多
く
の
皆
様
が
ご
参
加
く
だ
さ
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

四
月
短
期
練
成
会
は
三
日
か
ら
五
日
の
二
泊
三

日
で
開
催
さ

れ
、
総
参
加
者
数

一
〇
九
名
の
大

盛
会
裡
で
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
生
長
の

家
栄
え
る
会
会

員
三
十
一
名
の

皆
様
が
ご
参
加

く
だ
さ
り
、
さ
ら

に
活
気
あ
ふ
れ

る
練
成
会
に
な

り
ま
し
た
。
季
節
は
ち
ょ
う
ど
桜
が
満
開
の
時
期
で
、

会
場
大
講
堂
か
ら
の
眺
め
は
一
服
の
絵
の
よ
う
な
美

し
さ
で
し
た
。
休
憩
時
間
に
は
窓
際
に
大
勢
集
ま
り
、

春
爛
漫
の
景
色
を
愛
で
、
歓
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

練
成
会
は
受
講
だ
け
で
な
く
、
寝
食
を
共
に
す
る

と
こ
ろ
に
よ
さ
が
あ
り
ま
す
。就
寝
場
所
な
ど
で
、抱

え
て
い
る
悩
み
や
解
決
し
た
信
仰
体
験
な
ど
を
互
い

に
語
り
合
う
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
掴
ん
で
い
た
暗
い

気
持
ち
が
軽
く
な
り
開
放
さ
れ
て
、
お
の
ず
か
ら
心

は
明
る
く
な
り
ま
す
。
今
回
も
食
堂
で
笑
い
や
笑
顔

の
輝
く
輪
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
で
き
て
、
和
気
藹
々

と
し
た
雰
囲
気
で
し
た
。
閉
会
式
後
の
昼
食
の
と
き

に
、
私
も
そ
の
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
輪
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
話
し
て
い
る
と
、
皆
さ
ん
は
こ
れ

か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
課
題
を
必
ず
解
決
す

る
明
る
さ
と
「
本
来
完
全
円
満
な
神
の
子
。
運
命
の

主
人
公
」
の
自
覚
で
、
日
々
よ
ろ
こ
び
を
表
現
さ
れ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

谷
口
清
超
先
生
ご
著
書
『
い
の
ち
（
次
頁
に
続
く
）

練
成
会
は
す
ば
ら
し
い

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山 

祭
司
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を
引
き
だ
す
練
成
会
』（
一
一
六
頁
）
に
は

「
人
間
は
と
か
く
い
ら
ぬ
荷
物
を
背
負
い
勝

ち
だ
。
そ
れ
は
丁
度
列
車
に
乗
っ
て
い
る
人

が
、
そ
の
背
中
の
荷
物
を
お
ろ
そ
う
と
し
な

い
で
、
し
っ
か
り
と
背
中
に
く
く
り
つ
け
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）人
間
に

は
何
一
つ
不
足
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。
何

と
な
れ
ば
『
人
間
は
神
の
子
』
で
あ
っ
て
、既

に
完
全
円
満
に
つ
く
ら
れ
ず
み
で
あ
り
、
何

一
つ
欠
け
た
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ

ま
り
吾
々
に
は
何
一
つ
『
荷
物
』
は
必
要
で

は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
は
余
分
の

も
の
を
し
こ
た
ま
背
負
い
込
ん
で
、
自
分
で

自
分
を
苦
し
め
て
い
る
。
こ
れ
を
悟
り
、
一

切
の
取
越
苦
労
や
持
越
苦
労
を
捨
て
さ
っ
て
、

カ
ラ
ッ
ポ
の
心
境
に
な
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。

そ
の
コ
ツ
を
教
え
る
の
が
練
成
道
場
で
あ
る
。

そ
こ
は
『
何
も
の
か
』
を
つ
か
み
に
来
る
所

で
は
な
く
、
一
切
を
放
下
し
去
る
と
こ
ろ
で

あ
る
（
後
略
）」
と
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
お
帰
り
に
な
る
方
々
を
お
見
送

り
し
て
い
る
と
き
、
あ
る
女
性
が
ニ
コ
ニ
コ

と
戻
っ
て
こ
ら
れ
「
持
っ
て
き
た
杖
を
忘
れ

て
帰
っ
ち
ゃ
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
わ
。
こ
の
前

は
杖
が
な
い
と
不
安
で
、
主
人
が
亡
く
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
自
信
が
な
く
て
参
加
し

た
の
に
ね
。
次
は
杖
な
し
で
来
ま
す
ね
。
お

か
げ
さ
ま
で
こ
ん
な
に
明
る
く
元
気
な
気
持

ち
に
な
れ
ま
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
練
成
会
（
三
日
か

　

う
ら
ら
か
な
春
の
日
を
浴
び
て
、
境
内
に

は
今
年
も
多
く
の
花
々
が
咲
き
誇
り
、
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
宇
治
で
は
お
茶

の
季
節
の
到
来
で
す
。
そ
ん
な
お
だ
や
か
な

心
で
過
ご
す
中
、
今
年
は
二
月
の
ブ
ラ
ジ
ル

訪
日
団
を
皮
切
り
に
、
近
隣
教
区
か
ら
も
多

く
の
方
が
幽
斎
殿
に
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。

ご
案
内
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
を
機
に
、

改
め
て
そ
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
ま
す
。

　

昭
和
四
十
二
年
、
宇
治
境
内
の
山
頂
に
、

当
初
は
住
吉
神
社
を
建
立
す
る
計
画
で
し
た
。

し
か
し
神
道
形
式
の
神
殿
を
建
て
る
と
万
教

包
容
の
理
想
と
離
れ
て
し
ま
う
、
建
て
る
な

ら
中
道
的
な
奈
良
の
夢
殿
の
よ
う
な
形
式
が

よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

「
わ
れ
に
神
殿
は
不
要
で
あ
る
」
と
神
示
に
も

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
は
実

相
世
界
に
存
在
す
る
「
神
癒
の
社
」
の
延
長
を

地
上
に
顕
現
し
、
実
相
世
界
に
直
参
す
る
媒

体
と
し
て
「
神
癒
の
社 

入
龍
宮
幽
斎
殿
」
が

建
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

谷
口
雅
春
先
生
は
ご
著
書
『
叡
智
の
断
片
』

に
て
「
幽
斎
と
は
形
式
を
通
し
て
神
を
礼
拝

す
る
と
こ
ろ
の
顕
斎
に
対
す
る
語
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
魂
を
鎮
め
て
神
と
一
体
な
る
こ
と

を
帰
す
る
神
想
観
を
厳
修
す
る
斎
殿
の
こ
と

ら
六
日
開
催
）の
参
加
予
約
は
、四
月
二
十
五

日
現
在
、
す
で
に
約
五
十
四
名
の
お
申
し
込

み
が
あ
る
そ
う
で
す
。皆
様
に
練
成
会
や「
一

日
講
話
」
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

人生の「明るい時」だけを心に刻もう

入
龍
宮
幽
斎
殿
の
由
来

随想

祈
願
部  

神
癒
祈
願
課 

千

羽

真

平

宝　　蔵
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宇
治
へ
は
一
年
ぶ
り
で
、バ
ス
、飛
行
機
を

乗
り
継
ぎ
、
空
港
か
ら
バ
ス
で
京
都
へ
、
そ

の
後
電
車
に
乗
り
、
タ
ク
シ
ー
で
本
山
到
着
。

七
時
間
か
け
て
五
回
乗
り
継
い
で
、
や
っ
と

午
後
一
時
半
、
開
会
式
に
滑
り
込
み
ま
し
た
。

こ
の
道
の
り
も
練
成
で
し
た
。

で
あ
る
。
入
龍
宮
と
は
？
龍
宮
と
は〝
生
み
の

底
〟
即
ち
創
造
の
根
柢
の
世
界
で
あ
り
、実
相

世
界
で
あ
り
、神
想
観
に
よ
っ
て
、本
来
無
病

無
苦
無
争
の
実
相
世
界
に
入
る
こ
と
を
〝
入

龍
宮
〟
と
い
う
の
で
あ
る
。」
と
お
説
き
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
に
深
く
携
わ
っ
た
四
方
靖
郎

氏
は
『
生
長
の
家
五
十
年
史
』
に
次
の
よ
う

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「（
前
略
）
入
龍
宮

幽
斎
殿
建
設
の
折
、
法
隆
寺
の
夢
殿
を
参
考

に
設
計
せ
よ
と
の
先
生
の
お
言
葉
に
よ
り
設

計
し
ま
す
と
、
小
さ
く
て
駄
目
で
す
よ
と
大

き
く
な
さ
い
ま
し
た
。
敷
地
に
対
し
て
余
り

に
も
大
き

い
の
で
す
。

で
も
設
計

し
直
し
ま

し
た
。
す

る
と
大
雨

が
あ
っ
て

山
が
崩

れ
千
坪

の
敷
地
が

二
千
四
百

坪
に
な
り
、

建
物
と
調
和
し
ま
し
た
。
先
生
の
お
っ
し
ゃ

る
こ
と
に
間
違
ひ
が
な
い
実
例
で
す
。」

　

そ
の
後
、
多
く
の
ご
愛
念
と
お
導
き
に
よ

り
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
十
四
日
に
落
慶
式

が
執
り
行
わ
れ
、
そ
の
時
に
幽
斎
殿
で
の
神

想
観
が
厳
修
さ
れ
、
の
ち
に
一
階
写
経
室
も

完
成
し
ま
し
た
。

　

宇
治
別
格
本
山
の
山
頂
に
鎮
ま
る
奥
の
院
、

神
癒
の
社
入
龍
宮
幽
斎
殿
。
今
年
で
五
十
五

　

神
想
観
の
実
修
、先
祖
供
養
、浄
心
行
、聖

経
・
讃
歌
読
誦
、
実
相
円
満
誦
行
、
笑
い
、
感

謝
行
、
そ
し
て
祈
り
合
い
の
神
想
観
、
使
命

行
進
曲
を
大
き
な
輪
に
な
り
、
手
を
つ
な
ぎ

歌
っ
て
終
了
、
あ
っ
と
い
う
間
の
二
泊
三
日

で
し
た
。
真
理
の
温
泉
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ

た
練
成
会
！
目
等
総
務
を
始
め
、
九
名
の
素

晴
ら
し
い
講
師
の
真
理
講
話
と
体
験
談
に
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
、
感
動
と
共
に
た
く
さ
ん

の
気
付
き
と
パ
ワ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。

　

理
屈
で
は
な
く
、
心
が

年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
も
多
く
の
自
然
に
囲

ま
れ
、
春
に
は
鶯
の
さ
え
ず
り
が
響
き
ま
す
。

静
か
に
座
し
て
〝
無
〟
の
門
関
を
超
え
、内
な

る
神
に
直
参
す
る
絶
好
の
環
境
で
す
。
現
在

は
神
想
観
の
厳
修
の
他
に
、
写
経
実
修
、
神

癒
祈
願
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
宇
治
に
お
越

し
の
際
は
、
ぜ
ひ
幽
斎
殿
ま
で
足
を
延
ば
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

善いことをする勇気は、あなたにある

（
７
頁
に
続
く
）

第
六
三
三
回（
三
月
） 

短
期
練
成
会

体
験
感
想
文

Ｒ
．
Ｙ   

（
70
代
）〈
女
性
〉

自
分
の
中
に
無
限
が
あ
る
、
そ
れ
を

実
践
し
て
体
得
し
て
い
く
深
い
学
び

入龍宮幽斎殿

宝　　蔵
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5/30(土) 5/31(日)

【テーマ】 【テーマ】

愛と感謝の幸福な生活
自分が変われば
世界が変わる

　・出発時間

       京阪宇治駅 ９:４０発、ＪＲ宇治駅 ９:５５発

　・集合場所：各駅ロータリー

　出迎えは上記時間の一回のみで、時間となりました

　ら出発いたします。ご希望の方は出発時間までに集

　合場所に来ていただくようお願いいたします。

　（※道路の混雑具合等の理由で、バスが予定時間よ

　　　り遅れる場合もございます。ご理解のほどよろ

５月【ご先祖と共に悦びの一日講話プログラム】

　　・参籠費 1,500円

　　・原則、土日の全講話を受講される方

　　木曜日の17時までにお電話またはフォームでお

　　申し込みください

『栄える生活365章』

11:05　休憩・笑い

10:25   講話

10:20　開会の祈り

常に祈りと共に

『合本讃歌』

　実修　　目等　泰夫

15:30　閉会の祈り

目等　泰夫

15:00

「四無量心を行ずる神想観」

15:00

「神を讃える神想観」実修

目等　泰夫

『合本讃歌』

『栄える生活365章』

清水　志郎

『合本讃歌』

『栄える生活365章』

　　　しくお願い申し上げます。

愛を与える悦び

15:35　終了予定

『合本讃歌』

『栄える生活365章』

14:00　休憩・笑い

14:15   講話

周囲の人々を祝福せよ

14:00　休憩・笑い

14:15   講話

悦びを味わって生きる

清水　志郎

15:35　終了予定

清水　志郎

15:30　閉会の祈り

岡田　伊都子

『合本讃歌』

『栄える生活365章』

12:55　 聖歌・笑い

13:00 体験談   高　千穂

12:55　 聖歌・笑い

12:00

『合本讃歌』

『栄える生活365章』   🚌🚌ＪＲ宇治駅・京阪宇治駅に出迎えバスが出ます

新宮　一

『合本讃歌』

『栄える生活365章』

昼食休憩

12:00

昼食休憩

13:00 体験談   川島　千央

田野　靖彦

11:05　休憩・笑い

11:15   講話

　　我の自分でなく、

　　神を羅針盤とせよ

  ☆土日の宿泊も受け付けています

10:25   講話

すべてを生かす愛の神様

鵜飼　俊光

『合本讃歌』

『栄える生活365章』

11:15   講話

13:15   講話

　　自分が変われば

  　世界が変わる

小野　大作

13:15   講話

（※５月は２日間のみの開催となります）

10:15   聖歌・笑い

　　　会場：大講堂　　　　　  

岡田　浩二

10:15   聖歌・笑い

10:20　開会の祈り

鵜飼　俊光

　　吾は神の万徳の

　　継承者である

岡田　浩二

参加申込フォーム

QRコード

▼奉納金

・大人1,500円

・子供（3～12歳）750円

予約制となっております。参加をご希望の方は、

前日までに練成部にお電話(0774 -21-2153、

17時まで)していただくか、参加申込フォーム

（本山ホームページ、Ｆａｃｅｂｏｏｋより入れ

ます）に、必要事項を記入して予約してください。
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愛と感謝の幸福な生活
自分が変われば
世界が変わる

　・出発時間

       京阪宇治駅 ９:４０発、ＪＲ宇治駅 ９:５５発

　・集合場所：各駅ロータリー

　出迎えは上記時間の一回のみで、時間となりました

　ら出発いたします。ご希望の方は出発時間までに集

　合場所に来ていただくようお願いいたします。

　（※道路の混雑具合等の理由で、バスが予定時間よ

　　　り遅れる場合もございます。ご理解のほどよろ

５月【ご先祖と共に悦びの一日講話プログラム】

　　・参籠費 1,500円

　　・原則、土日の全講話を受講される方

　　木曜日の17時までにお電話またはフォームでお

　　申し込みください

『栄える生活365章』

11:05　休憩・笑い

10:25   講話

10:20　開会の祈り

常に祈りと共に

『合本讃歌』

　実修　　目等　泰夫

15:30　閉会の祈り

目等　泰夫

15:00

「四無量心を行ずる神想観」
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「神を讃える神想観」実修
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『合本讃歌』
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　　　しくお願い申し上げます。

愛を与える悦び

15:35　終了予定

『合本讃歌』
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14:00　休憩・笑い
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周囲の人々を祝福せよ
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10:25   講話
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鵜飼　俊光

　　吾は神の万徳の

　　継承者である

岡田　浩二

参加申込フォーム

QRコード

▼奉納金

・大人1,500円

・子供（3～12歳）750円

予約制となっております。参加をご希望の方は、

前日までに練成部にお電話(0774 -21-2153、

17時まで)していただくか、参加申込フォーム
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祝福する人は、祝福を与え返される
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5/15 (金) 5/16 (土) 5/17 (日)
4:45   起床 4:45   起床

5:05   早朝行事   先導：清水　志郎
             聖経「甘露の法雨」
 「人類同胞大調和六章経」「聖歌歌詞集」

5:05   早朝行事   先導：岡田　伊都子
             聖経「甘露の法雨」
「人類同胞大調和六章経」「聖歌歌詞集」

6:30   感謝行(15分) 6:30   感謝行(15分)

7:45　ラジオ体操（希望者） 7:45　ラジオ体操（希望者）

新宮　一

11:00 

『夢の地平線』『聖経 真理の吟唱』

15:40

8:00   講話
神・自然・人間は本来一体なり

『飛鳥讃歌』『合本讃歌』

9:15

8:50   休憩・笑い

9:00

8:00   講話
愛を与える悦び

『夢の地平線』『聖経 真理の吟唱』

自然体験プログラム
献労

「宝蔵神社・大拝殿」

11:35   休憩

      　　 報恩感謝の生活
　　    　    目等　泰夫
　　　『飛鳥讃歌』『合本讃歌』

11:20  バスで新練成道場に移動

各社「経本連続読誦」

本山の茶畑でお茶摘みをしていた

だきます

15:20   講話

京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えのバスを
手配いたします(各駅2回ずつ)。
◇昼食前の　
　
　・京阪宇治駅 １１：１５発
　・ＪＲ宇治駅 １１：２５発 
◇練成開始前の
　・京阪宇治駅 １２：１５発
　・ＪＲ宇治駅 １２：２５発
集合場所：各駅ロータリー（「生長の家」
のプラカードを持っています）
※昼食はをお召し上がりいただけます。
(食堂11:30～13:00）

11:00より受付を開始いたします

13:00　聖経「天使の言葉」読誦 
                    清水　志郎

13:30   講話
      　 神の創り給いし
　　　　　　‟生かし合いの世界‟
　　    　　  目等　泰夫
　　　  『飛鳥讃歌』『日々の祈り』

　　　悦びの新生～浄心行について～
　　　　　 　岡田　浩二
　　 『新しい文明を築こう・中巻』

神域清掃

10:10　休憩・笑い

　　　 　体験決意発表

　　　　　　昼食休憩

13:10　体験談　藤本　幸子

【奉納金】
　・一泊4,000円
　　子供(3～12歳)2750円
　・日帰り1,500円
　　子供(3～12歳)750円

13:20　開会式・挨拶　目等　泰夫

12:30　閉会式・使命行進曲・挨拶
12:40　終了予定
　　昼食をお召し上がりいただけます

昼食前後に、ＪＲ宇治駅と京阪宇治駅まで
の送りのバスを2本手配いたします。

《テキスト》
・日々の祈り
・夢の地平線
・新しい文明を築こう・中巻
・詳説神想観
・聖経 真理の吟唱
《行事で使用するもの》
・聖経四部経
〔聖経甘露の法雨・聖経天使の言葉・
　聖経続々甘露の法雨・聖使命菩薩讃偈〕
・合本讃歌
〔観世音菩薩讃歌・大自然讃歌〕
・飛鳥讃歌
・人類同胞大調和六章経
・万物調和六章経
・聖歌歌詞集
《持ち物》
・洗面用具（シャンプーはありませ
ん。ご持参ください）
・筆記用具
・着替え
・ハンカチ
・マイ箸、マイボトル
・動きやすい服装

★健康保険証をご持参ください19:15　会場準備

20:40　体験感想文記載
　　      就寝準備

22:00  消灯

末一稲荷神社『観世音菩薩讃歌』

　　　　　　  「浄心行」
                    岡田　浩二

2026年5月 第29回 神性開発宇治 楽しく行ずる練成会

6:45　朝食・休憩
　　　(食堂は６:４５～７:３０)

6:45　朝食・休憩
　　　(食堂は６:４５～７:３０)

7:50   聖歌・笑い 7:50   聖歌・笑い

16:15   浄心行用紙記載
　　　 　聖経読誦　　岡田　浩二

岡田　伊都子

14:55

千羽　真平

11:40   講話

　　　　あなたは神の子無限力
　　　　　　小野　大作
　『日々の祈り』『詳説神想観』

18:40　経本「飛鳥讃歌」読誦
　　　　　　　岡田　浩二

　　　　　夕食・入浴休憩

18:25　聖歌・笑い

　　　　　父母の愛に導かれて
　　　　　　　清水　志郎
　『夢の地平線』『聖経 真理の吟唱』

18:30　聖歌・笑い

自然災害物故者慰霊塔『大自然讃歌』

19:25

18:30   講話

20:00  「基本的神想観」実修
　　　  　　　小野　大作

20:30
　　     就寝準備

22:00  消灯

16:45 
　　　　　夕食・入浴休憩

16:45 

     送りのバスが出ます。

19:10   講話

悦びの三正行

8:50   バスで茶畑へ移動

聖経『甘露の法雨』『万物調和六章経』
『聖歌歌詞集』

※浄心行後、JR宇治駅、京阪宇治駅まで

「茶摘み」

          ※雨天時は室内献労に変更

田野靖彦

10:30 「祈り合いの神想観」実修
                    清水　志郎

15:20 休憩・末一稲荷神社へ移動

14:20   バスで幽斎殿へ移動

12:00

14:15　　連続「誦行」
　　　実相円満誦行　田野　靖彦
　　　　感謝誦行　　清水　志郎

　　　　　休憩・笑い

14:50「入龍宮幽斎殿にての神想観」
　　　　　実修(谷口雅春先生テープ)

千羽　真平

13:25　講話

☆
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

参加申込
フォーム

※

万
が
一
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、
分
か
っ
た
時
点
で
連
絡

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

・
練
成
部
へ
お
電
話
（
０
７
７
４-

２
１-

２
１
５
3
）

※

9
時

20
分
～
17
時
の
間
に
お
掛
け
く
だ
さ
い

・
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ,

、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ま
た
は

左
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
〉

申
込
期
限

・
宿
泊
の
方
は
５
月
１
４
日(

木)

ま
で

・
日
帰
り
の
方
は
参
加
前
日
ま
で

☆
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

運に頼らず、内在の「神のいのち」に頼れ

2026年５月【第２９回 神性開発 宇治 楽しく行ずる練成会プログラム】 会場：大講堂

宝　　蔵令和８年５月１日
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6/5(金) 6/6 (土) 6/7 (日)
4:45   起床 4:45   起床
5:05   早朝行事
　       先導：清水　志郎
             聖経「甘露の法雨」
　　      「日々の祈り」「聖歌歌詞集」

5:05   早朝行事
　       先導：岡田　伊都子
      　 聖経「甘露の法雨」
          「神示集」「聖歌歌詞集」

6:30   感謝行(15分) 6:30   感謝行(15分)

6:45　朝食・休憩
　　　(食堂は６:４５～７:３０)

6:45　朝食・休憩
　　　(食堂は６:４５～７:３０)

7:45　ラジオ体操（希望者） 7:45　ラジオ体操（希望者）

               夕食・入浴休憩

       　真の幸福は万物の調和と共に
　　～神・自然・人間は本来一体なり～
　　 　  岡田　浩二   (研修生募集案内）
  『伸びゆく日々の言葉』『合本讃歌』

8:20   講話

6月【第635回 神性開発 宇治 短期練成会 プログラム】会場:大講堂

7:50   聖歌・笑い 7:50   聖歌・笑い
8:00    「人類同胞大調和六章経」読誦
                 　 岡田　浩二

8:00　体験談　藤本  和博

8:15 講話

　      　“明るさ”こそ善行の王者
　　　　　～日時計主義の生き方～
　　　　 　　　田野　靖彦　
『夢の地平線』『希望を叶える365章』

9:30
　　　　バスで幽斎殿へ移動

     神の子として「包容主義」を生きる
　　     　 　  目等　泰夫
 　　　『伸びゆく日々の言葉』
　　　　　　『飛鳥讃歌』

9:05　休憩・笑い

13:40　体験談　千羽　椋子

13:55   講話

10:00　講話(幽斎殿)

9:20　講話　
         四無量心は神の愛にして、
              “人間・神の子”の証なり　
              　　  岡田　伊都子
　『伸びゆく日々の言葉』『飛鳥讃歌』

11:00

　　　　　体験決意発表

11:40   結語講話

9:10　「実相円満誦行」実修
　　　　　　 田野　靖彦

13:30   講話

18:30　聖歌・笑い

18:40　「飛鳥讃歌」読誦
                   清水　志郎

16:40

　　　　夕食・入浴休憩

12:50　 聖歌・笑い

　　　　神の子として新生する
　　　　～浄心行の意義・説明～
　　　　　　清水　志郎
　　『新しい文明を築こう・中巻』

13:00　経本「大自然讃歌」読誦 岡田　浩二

11:00より受付を開始いたします

14:50  浄心行用紙記載
　　　 　聖経読誦　　清水　志郎

【奉納金】
　・一泊4,000円
　　子供(3～12歳)2,750円
　・日帰り1,500円
　　子供(3～12歳)750円

20:40　体験感想文記載
　　      就寝準備
22:00  消灯

  　　  神の子の自覚に超入せよ
               　  岡田　浩二　
        『飛鳥讃歌』『日々の祈り』

18:30   講話
18:20　聖歌・笑い

《テキスト》
・日々の祈り
・夢の地平線
・新しい文明を築こう・中巻
・希望を叶える365章
・詳説神想観
・伸びゆく日々の言葉
《行事で使用するもの》
・聖経四部経
〔聖経甘露の法雨・聖経天使の言葉・

　聖経続々甘露の法雨・聖使命菩薩讃偈〕

・合本讃歌
   〔観世音菩薩讃歌・大自然讃歌〕
・飛鳥讃歌
・人類同胞大調和六章経
・万物調和六章経
・聖歌歌詞集
《持ち物》
・健康保険証をご持参ください
・洗面用具（シャンプーはありませ
ん。ご持参ください。）
・筆記用具
・着替え
・ハンカチ
・マイ箸、マイボトル
（※売店と自動販売機は撤去いたしま
したのでご注意ください）

14:20　休憩・笑い

　　　　　父母の愛に抱かれて
              　   鵜飼　俊光
 　　　　　『夢の地平線』
  　　　『希望を叶える365章』

19:30
19:20　会場準備

11:20  神癒祈願・写経説明・申し込み
千羽　真平

13:20　開会式・挨拶　目等　泰夫

10:50

阿部　秀輝

11:30
　　　　バスで新練成道場に移動

「入龍宮幽斎殿にての神想観」実修

　　　　　「浄心行」 
　 　　　  清水　志郎
　　　　聖経『甘露の法雨』
　　　　『万物調和六章経』
 　 　　　『聖歌歌詞集』　
　　※浄心行後に送りのバスが出ます

16:30 

20:30
　　     就寝準備

22:00  消灯

20:00　「基本的神想観」実修 
　　　　　　岡田　浩二

14:30　講話

     　　 生長の家の‟真の祈り"
　　　  ～神想観は素晴らしい～
　　      　　清水　志郎
　　   　   『詳説神想観』
           　・神想観のプリント
15:30　休憩・笑い
15:40
             悦びの座談会
　　　 　　（Q＆A）

神意随順・如意自在の祈り

『飛鳥讃歌』『希望を叶える365章』

15:20　休憩・大拝殿へ移動

15:40

　　   「先祖・流産児供養祭」 
　 　　　　聖経『天使の言葉』
　　　　　『聖歌歌詞集』     会場:大拝殿

19:10   講話

12:00

　　　　　昼食休憩

      　　善一元なる神への信仰
　　    　　  目等　泰夫
　　　　　『飛鳥讃歌』
               『日々の祈り』

13:00
　　　先祖供養説明及び霊牌記載
　　　　　　　服部　信雄

京阪宇治駅とＪＲ宇治駅に出迎えのバスを
手配いたします。
◇昼食前　・京阪宇治駅 １１：１５発
　             ・ＪＲ宇治駅 １１：２５発 
◇練成開始前
　・京阪宇治駅 １２：１５発
　・ＪＲ宇治駅 １２：２５発
に各駅2回ずつ出迎えいたします。
集合場所：各駅ロータリー（運転手がプラ
カードを持っています）
※昼食は、宇治別格本山でお召し上がり
いただけます。(食堂11:30～13:00）

10:40  　休憩・笑い

10:10    万物大調和を祈念する
　　　「祈り合いの神想観」実修
　　　　　　　岡田　伊都子

12:40　終了予定

昼食をお召し上がりいただけます

昼食後に、ＪＲ宇治駅と京阪宇治駅までの
りのバスを2本手配いたします。

12:30　閉会式・使命行進曲・挨拶

☆
予
約
制
と
な
り
ま
す

参加申込
フォーム

※

万
が
一
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、
分
か
っ
た
時
点
で
連
絡

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
（
2
通
り
あ
り
ま
す
）

①
練
成
部
へ
お
電
話
（
０
７
７
４-

２
１-

２
１
５
３
）

※

9
時

20
分
～
17
時
の
間
に
お
掛
け
く
だ
さ
い

②
参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ,

、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ま
た
は

左
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
〉

申
込
期
限

・
宿
泊
の
方
は
6
月
4
日(

木)

ま
で

・
日
帰
り
の
方
は
参
加
前
日
ま
で

仕事を通して、人の魂は発達向上する

６月【第635回 神性開発 宇治短期練成会プログラム】 会場：大講堂

宝　　蔵
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震
え
る
、
魂
の
底
か
ら
の

実
感
、
今
生
か
さ
れ
て
い
る
事
へ
の
喜
び
と

感
謝
！
素
晴
ら
し
い
講
話
に
身
を
乗
り
出
し

て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
よ
り
本

物
を
求
め
る
信
仰
に
な
る
」「
本
質
と
は
何

か
？
」「
神
様
と
一
体
な
の
だ
！
」
と
い
う
事

を
深
め
て
い
く
練
成
会
、
自
分
の
中
に
無
限

が
あ
る
、
そ
れ
を
実
践
し
て
体
得
し
て
い
く

事
、
深
い
学
び
で
し
た
。

　

ま
た
、
食
事
も
心
の
こ
も
っ
た
美
味
し
い

メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
神
様
の
懐
に
包
ま
れ
た
感
覚
で
体
中

が
ポ
カ
ポ
カ
温
か
く
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
て
癒

さ
れ
て
、
全
国
か
ら
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
、

初
め
て
お
会
い
す
る
方
々
な
の
に
仲
良
く

交
流
し
て
メ

ル
友
に
な
っ

た
り
、
嬉
し

い
楽
し
い
あ

り
が
た
い
練

成
会
で
し
た
。

桜
満
開
の
美

し
い
宇
治
へ

ご
先
祖
様
に

導
か
れ
、
喜

び
の
練
成
会
、
神
の
子
の
自
覚
を
深
め
ら
れ

た
練
成
会
に
心
よ
り
深
く
深
く
感
謝
致
し
ま

す
。目
等
総
務
、宇
治
別
格
本
山
の
全
て
の
神

の
子
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。
ま

た
、
次
回
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
毎
月
の
宇
治
別
格
本
山
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
に
楽
し
そ
う
な
練
成
会
の
様
子
が
投

稿
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
以
前
か
ら
参
加

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
思
い

切
っ
て
主
人
に
伺
い
ま
し
た
ら
オ
ッ
ケ
ー
が

出
ま
し
て
飛
び
上
が
る
程
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

早
朝
に
宇
治
駅
に
到
着
し
ま
し
た
の
で
徒

歩
で
練
成
道
場
に
向
か
い
、
宇
治
川
の
河
川

敷
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
滔
々
と
流
れ
る

川
を
見
て
い
る
だ
け
で
自
分
の
心
が
清
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
満
開
の
桜
並
木
は

と
て
も
美
し
く
、
心
の
豊
か
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
境
内
の
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
は
ま
る
で

私
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
か
の
よ
う
で
、
と

て
も
嬉
し
く
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。
こ

の
大
自
然
豊
か
な
宇
治
の
地
で
練
成
会
を
受

講
で
き
る
こ
と
に
神
様
、
ご
先
祖
様
、
家
族

に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

八
年
振
り
の
練
成
会
は
と
て
も
新
鮮
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
二
日
目
の
浄
心

行
は
先
導
が
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
心
か
ら

父
母
へ
の
感
謝
が
で
き
ま
し
た
。
毎
日
両
親

に
は
感
謝
し
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
浄

心
行
に
よ
っ
て
魂
の
底
か
ら
の
感
謝
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
涙
が
止
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
自
分
が
毎
日
毎
日
神
様
、
ご

先
祖
様
、
両
親
に
導
か
れ
護
ら
れ
て
生
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
深
く
感
謝
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
こ
の
生
か
さ
れ
て
い
る
喜
び
、

愛
さ
れ
て
い
る
喜
び
を
人
に
与
え
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
、
地
球
社
会
貢
献
活
動
に
ま
す

ま
す
悦
び
を
も
っ
て
楽
し
く
活
動
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

栄
え
る
会
会
員
の
元
気
即
復
活
の
た
め
、

「神の子」をおびやかすものは何もない

（
３
頁
か
ら
続
く
）

Ｔ
．
K
（
70
代
）〈
男
性
〉

栄
え
る
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の

有
志
で
参
加

Ｍ
．
D
（
70
代
）〈
女
性
〉

自
然
豊
か
な
宇
治
の
地
で

魂
の
底
か
ら
の
感
謝

本山で鳴いていたウグイス

宝　　蔵
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「
父
母
の

愛
に
導
か

れ
て
」
は
、

笑
い
あ
り

で
ゆ
っ
た

り
と
話
が

聴
け
て
良

か
っ
た
で

す
。

　

私
は
毎

日
多
忙
な

生
活
で
す

が
、
人
間
神
の
子
、
ど
ん
な
と
き
に
も
神
様

に
護
ら
れ
て
い
る
と
思
う
と
嬉
し
く
勇
気
が

出
ま
す
。
一
日
一
日
を
精
一
杯
大
切
に
し
て

明
る
く
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

関
西
で
大
活
躍
の
栄
え
る
会
先
輩
の
皆
様

に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、久
し
ぶ
り（
何

年
振
り
か
分
か
り
ま
せ
ん
）
に
練
成
会
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

四
日
の
朝
、
家
を
出
発
し
、
懐
か
し
い
宇

治
に
参
り
ま
し
た
。
先
祖
供
養
祭
と
浄
心
行

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
大
き
な
感
動

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
講
話
も
素
晴
ら
し

く
、
徹
底
的
に
実
相
、
神
の
子
、
霊
性
の
目

覚
め
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

清
水
講
師
の
ご
体
験
、
鵜
飼
講
師
の
ご
体

験
、
お
二
人
と
も
ご
両
親
へ
の
愛
の
気
づ
き

に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
ご
両
親

の
愛
が
、そ
の
ま
ま
神
の
愛
、神
そ
の
も
の
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
た
。
私
自
身
も「
愛
」

に
つ
い
て
、
強
く
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の

で
、
大
き
な
共
感
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
間
は
神
の
子
で
あ
る
こ
と
。
皆
、
一
つ

の
神
の
愛
の
顕
れ
で
あ
る
こ
と
。
自
分
が
神

の
子
で
あ
り
、
愛
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

思
い
出
し
さ
え
す
れ
ば
良
い
こ
と
。
難
し
い

こ
と
は
何
も
な
く
、
愛
を
顕
せ
ば
い
い
だ
け
、

（
神
で
あ
る
こ
と
を
）
思
い
出
せ
ば
良
い
、と

実
感
し
ま
し
た
。

　

仕
事
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
生
長
の
家
の

活
動
を
通
し
て
、
相
談
を
受
け
る
事
が
と
て

も
多
い
の
で
、
こ
の
こ
と
を
気
づ
い
て
い
た

だ
く
よ
う
、
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

生
長
の
家
の
教
え
を
再
度
勉
強
し
な
お
す
た

め
参
加
。

　

誘
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
以
外
の
会
員
も
参
加
さ

れ
、
皆
楽
し
そ
う
で
嬉
し
そ
う
な
顔
を
し
て

い
る
の
を
見
て
、
年
齢
関
係
な
し
で
光
明
化

運
動
を
し
て
い
く
決
意
を
し
た
。
ま
た
他
教

区
会
員
さ
ん
で
退
会
を
考
え
て
い
た
方
が
、

練
成
会
を
機
会
に
再
度
栄
え
る
会
運
動
を
が

ん
ば
る
と
言
っ
て
く
れ
た
。

　

私
の
知
る
人
々
に
地
球
社
会
貢
献
の
意
義

を
伝
え
た
い
。
練
成
会
に
ブ
ロ
ッ
ク
参
加
を

定
例
化
さ
せ
ま
す
。

　

教
区
の
栄
え
る
会
か
ら
の
呼
び
か
け
が

き
っ
か
け
で
参
加
し
ま
し
た
。
地
元
に
い
な

が
ら
も
参
加
す
る
機
会
が
な
く
て
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
で
練
成
会
を
受
け

ま
し
た
。幽
斎
殿
で
の
神
想
観
は
静
寂
の
中
で

心
が
静
ま
り
、
無
限
の
海
に
入
る
よ
う
な
気

持
ち
に
な
り
浄
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
講
話

すでに受けている神の恵みに目覚めよう

Ｅ
．
Y
（
70
代
）〈
女
性
〉

栄
え
る
会
か
ら
参
加
　
難
し
い
こ
と
は

何
も
な
く
、
愛
を
顕
せ
ば
い
い
だ
け

Ａ
．
Ｋ
（
70
代
）〈
女
性
〉

幽
斎
殿
に
て
の
神
想
観
は
格
別

静
寂
の
中
浄
め
ら
れ
る

“無”の門関を通って実相世界に超入する神想観

宝　　蔵 No.137
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近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
栄
え
る
会
に
て
、
宇
治
練

成
会
受
講
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。

　

コ
ロ
ナ
前
よ
り
、
久
し
ぶ
り
の
練
成
会
受

講
。
た
く
さ
ん
の
参
加
者
、
ま
た
知
り
合
い

の
方
と
挨
拶
が
出
来
、
教
区
と
は
違
っ
た
雰

囲
気
に
感
動
し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
浄

心
行
か
ら
の
参
加
で
し
た
。
先
導
の
絶
叫
に

つ
ら
れ
、
大
き
な
声
で
父
母
に
感
謝
を
と
な

え
、
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

長
男
と
の

事
業
継
承
に

直
面
し
て
い

る
私
に
と
っ

て
、
父
母
の

想
い
、
特
に

事
業
継
承
時
、

一
〇
〇
パ
ー

セ
ン
ト
信
頼

し
て
く
れ
て

い
た
父
の
姿

が
思
い
出
さ
れ
、
只
々
父
母
か
ら
愛
さ
れ
て

い
た
事
が
よ
み
が
え
り
、
今
の
私
に
と
っ
て

大
き
な
気
付
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
日
の
先
祖
供
養
を
大
切
に
、
ま
た
積
極

的
に
浄
心
行
の
機
会
に
は
参
加
し
ま
す
。
長

男
に
対
し
て
感
謝
し
か
な
い
。
全
て
に
感
謝

の
習
慣
を
つ
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
三
十
二
歳
の
頃
に
会
社
の
発
展
、
売

上
を
上
げ
た
い
と
思
い
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

の
一
環
と
し
て
参
加
し
た
事
が
、
生
長
の
家

に
触
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
十
年

間
継
続
し
て
参
加
す
る
と
決
め
て
、
年
二
回

は
当
時
の
能
力
開
発
研
修
会
（
以
前
あ
っ
た

企
業
向
け
練
成
行
事
）
に
企
業
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
以
降
参
加
で
き
ず
に
五

年
振
り
と
な
り
ま
す
。
道
場
の
顔
ぶ
れ
も
新

し
く
な
り
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
参
加
致
し
ま

し
た
。

　

改
め
て
神
の
子
と
し
て
の
教
え
、
自
分
自

身
必
要
な
事
や
忘
れ
て
い
た
事
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
は

じ
め
て
参
加

さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た

時
は
売
上

三
千
万
円
程

度
だ
っ
た
企

業
が
、
今
で

は
三
十
億
企

業
に
生
長
さ

せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
も
生
長
の
家
の
真
理
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
世
の
中
が
ピ

ン
チ
の
時
に
い
つ
も
生
長
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
新
た
に
各
支
社
長
や
役
員
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
大
変
ピ
ン
チ
な
時
に
不
思
議
と

大
き
な
上
場
会
社
と
の
取
引
が
決
ま
り
、
あ

の
時
の
三
年
か
ら
四
年
で
売
上
を
二
倍
か
ら

三
倍
に
伸
ば
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
毎
年
、
支
社
長
・
役
員
で
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
事
に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

改
め
て
神
の
子
実
相
円
満
完
全
の
意
味
を

自分のことだけでなく、人類・生物の調和を祈ろう

Ｓ
．
Ｚ
（
50
代
）〈
男
性
〉

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
と
学
び

い
つ
も
生
長
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

Ｋ
．
Ｗ
（
70
代
）〈
男
性
〉

浄
心
行
を
通
し
て

　
　
両
親
の
愛
に
気
づ
く

宝　　蔵令和８年５月１日
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土
日
講
話
で
二
日
間
受
講
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
、
私

の
中
に
は
引
っ
か
か
っ
た
ま
ま
の
後
悔
、
自

分
を
責
め

る
気
持
ち
、

自
分
の
人

生
の
こ
れ

か
ら
を
悲

観
し
て
し

ま
う
こ
と

が
あ
り
、

四
月
か
ら

生
活
が
大

き
く
変
わ

る
不
安
も
あ
っ
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

講
師
の
方
々
の
講
話
の
お
言
葉
一
つ
ひ
と

つ
に
光
が
あ
っ
て
、
眠
た
か
っ
た
の
が
嘘
の

よ
う
に
、吸
い
込
ま
れ
て
拝
聴
し
ま
し
た
。
宇

宙
全
体
に
す
べ
て
の
も
の
に
神
様
が
満
ち
満

ち
て
い
る
こ
と
、
だ
か
ら
日
時
計
主
義
で
と

ら
え
感
謝
す
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
方
が
「
何
が
起
き
て

も
、
ど
ん
な
感
情
が
わ
い
て
も
、
あ
ぁ
神
の
栄

光
が
顕
れ
ん
が
た
め
だ
。
神
の
子
で
素
晴
ら

し
い
か
ら
だ
」
と
決
定
す
る
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
問
題
が
起
き
た
ら
全
部

素
晴
ら
し
い
と
た
だ
肯
定
す
る
、
そ
れ
を
味

わ
い
き
る
と
世
界
が
変
わ
る
と
お
説
き
く
だ

さ
り
、
自
分
の
心
と
合
わ
せ
て
考
え
ま
し
た
。

　

私
は
親
に
早
く
か
ら
縁
が
な
く
、
兄
弟
も

生
き
別
れ
、
い
ま
生
き
て
い
る
か
ど
う
か
も

分
か
り
ま
せ
ん
。
結
婚
も
う
ま
く
い
か
ず
、

半
身
さ
ん

を
探
し
て

い
る
も
の

の
今
は
ま

だ
一
人
の

生
活
で
す
。

周
り
と
比

べ
て
自
分

は
人
と
縁

の
な
い
欠

陥
人
間
だ

と
思
っ
て

き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
う
で
は
な
く
、
ど

ん
な
状
態
で
あ
っ
て
も
神
の
子
、
ど
ん
な
私

の
時
も
神
の
子
で
、
す
で
に
完
全
で
素
晴
ら

し
い
私
な
の
だ
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
そ
の
こ
と
を
一
層
悦
び
、
明
る

い
表
情
で
過
ご
そ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
愛
を
出
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ

と
も
、
今
回
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
れ
て
く
る
す
べ
て
の
人
、
物
、
事
に
そ

れ
ら
が
自
分
に
と
っ
て
想
い
と
異
な
る
も
の

で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
奥
に
は
必
ず
愛
が

あ
る
の
で
す
か
ら
、
受
け
止
め
悦
び
感
謝
し

愛
で
お
返
し
を
し
て
い
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。

実
感
致
し
ま
し
た
。
新
し
く
支
社
長
・
役
員

と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。
改
め
て
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

心に光をもって、明るく前進しよう

Ａ
．
M
（
50
代
）〈
女
性
〉

自
分
の
想
い
と
異
な
っ
て
も

そ
の
奥
に
必
ず
愛
が
あ
る

「
ご
先
祖
と
共
に
悦
び
の
一
日
講
話
」
体
験
感
想
文

３月

宝　　蔵
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こ
の
度
、
長
男
が
第
一
希
望
の
高
校
に
推

薦
入
学
で
、
無
事
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
、

家
族
一
同
と
て
も
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
四
月

か
ら
は
寮
生
活
と
な
り
ま
す
が
、
親
元
を
離

れ
て
も
元
気
で
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
祈
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
私
も
祈
願
申
し
込
み
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
産
業
保
健
師
と
し
て
四
月

か
ら
就
業
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
一
年
間
の
産
休
代
替
え
と
な
り
ま

す
が
精
一
杯
働
き
、
ま
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

進
ん
で
産
業
保
健
師
と
し
て
、
お
役
に
立
ち

続
け
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

息
子
の
結
婚
成
就
を
、
他
の
と
こ
ろ
で
も

ず
っ
と
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
六
月
に
日
帰
り
で
練
成
会
に
参
加
し

た
時
に
、
こ
れ
も
ご
縁
と
思
い
神
癒
祈
願
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
毎
月
、

継
続
し
て
祈
願
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た

と
こ
ろ
、
息
子
は
昨
年
六
月
に
初
め
て
会
っ

た
女
性
と
お
互
い
に
気
が
合
っ
て
、
こ
の
度

　

昨
年
の
全
項
目
写
経
で
祈
願
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
、
長
男
夫
婦
に
子
宝
が
授
か
り

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
そ
の
神
の
子
さ
ん
の
安
産
祈

願
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
喜
び
の

日
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
つ

つ
、
報
恩
感
謝
の
日
々
を
送
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

結
納
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

神
様
の
お
導
き
が
有
難
く
、
喜
び
と
感
謝

の
気
持
ち
で
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

い
つ
か
心
か
ら
信
頼
し
合
え
る
家
族
が
も

て
た
ら
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
私
自
身
の
願

い
で
あ
っ
て
、
神
様
の
お
は
か
ら
い
が
最
も

良
い
時
に
あ
る
と
既
に
決
ま
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
に
惜
し
み
な
く
愛
を
尽

く
せ
る
私
に
な
っ
て
い
よ
う
と
決
意
し
ま
し

た
。

私の命は神さまの命です

〈
神
癒
祈
願
の
お
礼
状
〉

親
子
共
々
祈
願
成
就

Ｋ
．
Ｅ   

〈
女
性
〉

息
子
の
良
縁
成
就

Ｓ
．
Ｍ   

〈
女
性
〉

〈
写
経
の
お
礼
状
〉

結
婚
七
年
目
で
子
宝

Ｍ
．
Ｄ   

〈
女
性
〉

宝　　蔵
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令和８年５月１日
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